
山
やま

川
かわ

　邦
くに

夫
お

作
期
と
作
型

　

前
回
、
本
号
か
ら
野
菜
別
の
各
論
に
入

る
と
予
告
し
ま
し
た
が
、
そ
の
前
に
数
点

追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
１
回
（
２
０
１
０
年
春
号
）
で
、
作

型
を
「
栽
培
期
間
中
の
環
境
推
移
（
気
候

が
主
）
に
適
応
す
る
生
産
技
術
体
系
」
と

要
約
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
作

型
が
対
応
す
る
の
は
そ
の
作
期
中
の
気
候

推
移
で
す
か
ら
、
一
作
型
に
対
応
す
る
作

期
を
全
国
一
律
の
カ
レ
ン
ダ
ー
月
日
に
よ

っ
て
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
南
北
に
長
い
国
で
あ
り
、
春
の

サ
ク
ラ
の
開
花
期
は
四
国
・
九
州
の
南
部

で
は
札
幌
よ
り
１
カ
月
以
上
早
く
、
逆
に

秋
の
ス
ス
キ
の
開
花
期
は
北
海
道
の
方
が

四
国
・
九
州
よ
り
１
カ
月
程
度
早
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
気
温
の
上
昇
を
待
っ
て

播
種
す
る
春
ま
き
栽
培
で
は
、
産
地
の
北

上
に
つ
れ
て
播
種
期
を
遅
ら
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
逆
に
暑
さ
が
和
ら
い
で
か
ら
播
種
す

る
秋
ま
き
栽
培
で
は
北
の
産
地
ほ
ど
早
く

播
種
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
作
型
に
対
応
す

る
作
期
は
地
域
に
よ
り
移
動
し
ま
す
が
、

以
下
の
各
論
に
お
い
て
は
第
１
図
に
示
す

よ
う
に
寒
地
、
寒
冷
地
、
温
暖
地
、
暖
地
、

亜
熱
帯
の
地
域
に
分
け
て
、
適
応
す
る
作

期
を
示
す
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
の
図
で
は
、

ま
ず
緯
度
を
主
と
し
た
地
域
分
け
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
緯
度
だ
け
で
気
候
が
決
ま

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
標

高
と
海
の
影
響
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て

お
き
ま
す
。

　

大
規
模
な
高
冷
地
は
第
１
図
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
程
度
の
差

こ
そ
あ
れ
高
冷
地
は
多
く
存
在
し
ま
す
。

一
般
に
標
高
が
１
０
０
ｍ
上
が
る
と
、
気

温
は
約
０
・
５
℃
下
が
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

次
が
海
の
影
響
で
す
。
第
１
図
で
は
地

域
を
明
示
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
図
中
の

注
②
に
あ
る
よ
う
に
、
特
に
太
平
洋
、
瀬

戸
内
海
沿
岸
の
冬
は
内
陸
よ
り
暖
か
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
高
冷
地
の
夏
の
冷
涼
も

沿
海
地
の
冬
の
温
暖
も
特
に
夜
温
に
顕
著

に
あ
ら
わ
れ
、
夏
の
低
夜
温
は
呼
吸
消
耗

を
防
ぎ
、
冬
の
高
夜
温
は
降
雪
・
凍
結
を

防
止
し
ま
す
。
当
然
、
大
消
費
地
に
近
い

高
冷
地
や
沿
海
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
夏
野
菜

と
冬
野
菜
の
有
力
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
態
以
外
の
品
種
特
性

　

本
シ
リ
ー
ズ
で
は
タ
イ
ト
ル
の
「
野
菜

の
作
型
と
品
種
生
態
」
に
従
っ
て
、
品
種

特
性
と
し
て
は
生
態
を
第
一
に
取
り
上
げ

ま
す
。

　

特
に
露
地
栽
培
を
主
と
す
る
葉
根
菜
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
気
候
推
移
に
対
応
で
き

る
生
態
を
も
つ
品
種
の
存
在
が
作
型
成
立

の
第
一
条
件
だ
か
ら
で
す
。

第
９
回

タキイ園芸
専門学校

元校長が解
説

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

ア
ブ
ラ
ナ
科
各
論
⑴

ハ
ク
サ
イ

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

〜
栽
培
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
〜
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生
態
性
以
外
の
品
種
特
性
と
し
て
、
生

産
性
と
品
質
は
す
べ
て
の
作
型
で
重
要
で

す
。
品
質
で
は
食
味
と
栄
養
性
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
商
品
と
し
て
の
野
菜
は
市
場

性
が
重
要
で
、
食
味
・
栄
養
性
と
関
連
し

て
色
姿
が
評
価
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

作
り
や
す
い
作
型
、
つ
ま
り
多
く
の
品
種

が
生
態
特
性
で
合
格
す
る
作
型
で
は
、
生

産
性
と
品
質
で
の
勝
負
と
な
り
ま
す
。

　

次
が
病
害
抵
抗
性
で
す
。
50
年
以
上
に

わ
た
る
国
・
公
・
民
の
努
力
の
結
果
、
現

在
、
野
菜
に
は
多
く
の
耐
病
性
品
種
が
で

き
て
い
ま
す
。
実
は
私
も
農
水
省
勤
務
時

は
、
野
菜
の
耐
病
性
品
種
育
成
を
主
な
仕

事
に
し
て
い
ま
し
た
。
な
る
べ
く
病
気
に

強
い
品
種
を
使
う
こ
と
は
す
べ
て
の
作
型

に
共
通
し
ま
す
が
、
病
害
発
生
の
大
小
は

そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
で
異
な
る
た
め
、
発
生

多
期
に
は
耐
病
性
品
種
の
利
用
が
特
に
望

ま
れ
ま
す
。

　

品
質
と
耐
病
性
に
つ
い
て
詳
細
を
述
べ

る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、

重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
い
よ
い
よ
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜

の
各
論
に
入
り
ま
す
。

（
結
球
）
ハ
ク
サ
イ

作
型
と
関
連
す
る
作
物
特
性

　

①
、
②
の
生
態
に
つ
い
て
は
す
で
に
何

回
か
述
べ
ま
し
た
が
、
要
点
だ
け
繰
り
返

し
ま
す
。

①
花
成
と
環
境

　

シ
ー
ド
バ
ー
ナ
リ
型
で
、
播
種
当
初
か

ら
低
温
に
注
意
が
必
要
で
す
。

タキイの適期表では
わかりやすくするため、
冷涼地、中間地、暖地
の三つの区分と
しています。

寒地

寒冷地

温暖地

温暖地

暖地

亜熱帯

亜熱帯

暖地

↑ハクサイはタネまき当初から寒さにあたる
と、花茎頂分化の起こるシードバーナリ型。

寒地以外の　　　　　　　内は寒地
寒冷地以外の　　　　　　内は寒冷地

その他図示しない部分
注）①寒冷地のうち、太平洋沿岸南部及び内陸盆地の一部は温暖地
注）②温暖地のうち、太平洋沿岸及び瀬戸内海沿岸の一部は暖地

↑結球以前のハクサイは生育適温約20℃。↑結球始めのハクサイ。結 
球適温は15～16℃と低く
なり暑さに特に弱くなる。
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第１図　野菜・花き作型呼称に用いる地域区分図
 （野菜・茶業試験場、1998)



②
生
育
温
度

　

結
球
以
前
の
生
育
適
温
が
約
20
℃
で
あ

る
の
に
対
し
、
結
球
に
適
当
な
温
度
は
15

〜
16
℃
と
低
く
、
成
熟
後
も
寒
暑
、
特
に

暑
さ
に
弱
く
な
り
ま
す
。

③
栽
培
所
要
時
間

　

播
種
〜
収
穫
開
始
期
間
は
、
栽
培
時
期

と
品
種
の
早
晩
性
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

適
期
で
約
３
カ
月
を
要
し
ま
す
。

④
生
態
以
外
の
品
種
特
性

　

品
質
関
連
で
は
、
以
前
は
ハ
ク
サ
イ
と

い
え
ば
球
の
中
ま
で
白
い
の
が
当
た
り
前

で
し
た
が
、
健
康
野
菜
志
向
に
よ
り
現
在

で
は
、
球
内
部
ま
で
黄
色
を
帯
び
た
品
種

が
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

病
害
抵
抗
性
関
連
で
は
、
根
こ
ぶ
病
に

対
し
て
強
い
抵
抗
性
を
も
つ
品
種
が
開
発

さ
れ
て
お
り
、
特
に
生
育
前
期
が
高
温
の

作
型
で
は
そ
の
利
用
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

基
本
作
型
と
特
徴

　

説
明
は
比
較
的
簡
単
に
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
わ
か
り
に
く
い
場
合
は
第
６
回
と

第
７
回
を
再
度
参
照
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

第
２
図
に
ハ
ク
サ
イ
の
基
本
作
型
と
地

域
別
作
期
を
示
し
ま
す
。

　

図
を
見
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
を
い

く
つ
か
あ
げ
て
お
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
温
暖
地
の
中
に
も
寒
冷
地
に

近
い
地
域
と
暖
地
に
近
い
地
域
が
あ
り
ま

す
。
図
で
は
そ
の
流
れ
に
沿
う
よ
う
に
作

型
を
配
列
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
次
号
以
下

の
他
野
菜
に
も
適
用
し
ま
す
。

　

図
で
は
す
べ
て
移
植
栽
培
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
直
播
が
可
能
な
作
型
も
あ
り
、

特
に
発
芽
、
若
苗
時
期
の
自
然
環
境
が
良

好
な
場
合
は
、
直
播
栽
培
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

　

播
種
か
ら
収
穫
始
め
ま
で
の
期
間
は
標

準
的
な
も
の
を
示
し
ま
し
た
が
、
品
種
の

早
晩
性
に
よ
り
１
カ
月
近
く
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

以
下
、
気
温
下
降
期
に
結
球
さ
せ
る
作

型
を
秋
ま
き
栽
培
、
気
温
上
昇
期
に
結
球

さ
せ
る
作
型
を
冬
・
春
ま
き
栽
培
、
そ
し

て
気
温
ピ
ー
ク
時
を
ま
た
い
で
結
球
さ
せ

る
作
型
を
夏
ま
き
栽
培
と
名
づ
け
て
説
明

し
ま
す
が
、
作
型
中
の
播
種
期
が
通
常
の

季
節
区
分
か
ら
外
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

秋
ま
き
栽
培
（
第
２
図
…
①
）

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
ハ
ク
サ
イ
で
は
若

株
は
比
較
的
高
温
に
耐
え
ま
す
が
、
結
球

開
始
後
は
暑
さ
に
弱
く
な
り
ま
す
。
そ
の

点
、
秋
ま
き
栽
培
は
晩
夏
〜
初
秋
に
ま
き
、

若
い
時
期
に
暑
さ
を
乗
り
切
り
、
涼
し
く

な
っ
て
結
球
に
入
る
と
い
う
、
最
も
作
り

や
す
い
作
型
で
、
需
要
の
多
い
季
節
の
収

穫
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
で
の
基

本
的
作
型
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ク
サ
イ

は
シ
ー
ド
バ
ー
ナ
リ
型
で
、
低
温
期
に
向

か
う
秋
ま
き
栽
培
で
は
早
晩
バ
ー
ナ
リ
が

完
了
し
、
花
茎
頂
に
代
わ
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
ま
で
に
結
球
に
必
要
な
葉
数
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
、
播
種
期
は
少
し
暑
く

て
も
急
が
ね
ば
な
ら
ず
、
秋
深
く
な
っ
て

か
ら
の
播
種
は
で
き
ま
せ
ん
（
第
６
回
参

照
）。

　

播
種
〜
収
穫
期
は
図
の
上
か
ら
順
に
、

寒
冷
地
の
早
ま
き
（
７
月
中
旬
播
種
〜
10

月
中
旬
収
穫
開
始
）
か
ら
暖
地
の
遅
ま
き

（
９
月
上
旬
播
種
〜
12
月
下
旬
収
穫
開
始
）

へ
と
推
移
し
ま
す
。
結
球
完
成
か
ら
収
穫

ま
で
畑
に
置
く
こ
と
の
で
き
る
畑
貯
蔵
期

間
は
高
温
時
に
は
短
い
で
す
が
、
冬
季
と

な
る
と
肥
大
が
緩
慢
と
な
る
の
で
、
収
穫

期
間
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
球

部
の
凍
害
は
外
葉
を
覆
う
よ
う
に
結
束
し

て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
２
月
以
降

の
越
冬
春
出
し
栽
培
は
暖
地
が
有
利
と
な

り
、
ま
た
長
日
に
な
っ
て
も
花
茎
伸
張
の

遅
い
晩
抽
性
品
種
の
選
択
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
秋
ま
き
栽
培
は
10
月
〜
３

月
（
主
と
し
て
10
月
中
旬
〜
３
月
上
旬
）

の
ハ
ク
サ
イ
生
産
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

冬
・
春
ま
き
栽
培
（
第
２
図
…
②
）

　

秋
ま
き
と
反
対
に
気
温
上
昇
期
の
栽
培

に
あ
た
る
の
で
、
初
期
が
低
温
で
花
茎
頂

分
化
し
や
す
く
、
ま
た
後
半
の
結
球
期
が

高
温
に
な
る
と
い
う
、
二
つ
の
障
壁
に
挟

ま
れ
た
栽
培
で
す
。

　

温
暖
地
で
も
暖
地
で
も
、
早
期
に
花
茎

頂
分
化
し
な
い
安
全
な
季
節
を
待
っ
て
播

種
し
た
の
で
は
、
逆
に
結
球
期
が
高
温
に

な
り
す
ぎ
る
の
で
、
温
床
で
育
苗
し
た
う

↑秋まき栽培では、冬季になると収穫期を伸ばす
ことができる。凍害を防ぐため外葉で頭部を巻
いて畑で貯蔵する。

↑冬・春まき栽培では低温期の花茎頂分化を防ぐため、温床育
苗後トンネル栽培とするのが一般的。

↑根こぶ病に強い黄芯系品種
の「きらぼし90」。 流通の
主力は黄芯。
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え
、
さ
ら
に
ト
ン
ネ
ル
や
ハ
ウ
ス
に
定
植

す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

図
の
上
か
ら
、
暖
地
の
早
ま
き
（
11
月

中
旬
播
種
〜
２
月
下
旬
収
穫
開
始
）
か
ら

寒
地
遅
ま
き
（
４
月
下
旬
播
種
〜
７
月
中

旬
収
穫
開
始
）
へ
と
推
移
し
ま
す
。

　

育
苗
と
環
境
調
節
に
つ
い
て
は
第
７
回

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
品
種
と

し
て
は
、
低
温
対
策
と
し
て
花
茎
頂
分
化

の
遅
い
品
種
が
、
ま
た
高
温
対
策
と
し
て

短
期
間
で
暑
さ
を
回
避
で
き
る
早
生
品
種

が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
冬
・
春
ま
き
栽
培
は
２

〜
７
月
（
主
と
し
て
３
〜
６
月
）
の
ハ
ク

サ
イ
生
産
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

夏
ま
き
栽
培
（
第
２
図
…
③
）

　

５
〜
６
月
播
種
、
８
〜
９
月
収
穫
で
、

真
夏
を
通
し
て
結
球
す
る
作
型
な
の
で
、

産
地
と
し
て
は
寒
地
・
寒
冷
地
、
品
種
と

し
て
は
短
期
間
で
高
温
を
乗
り
切
る
早
生

種
が
有
利
で
す
。

　

図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
夏
ま
き
栽
培

は
冬
・
春
ま
き
栽
培
の
延
長
に
な
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
の
区
別
は
冬
・
春
ま
き
栽
培

が
温
床
育
苗
を
必
要
と
し
た
の
に
対
し
、

夏
ま
き
栽
培
は
露
地
で
播
種
で
き
る
も
の

と
し
ま
し
た
。
名
前
は
夏
ま
き
で
も
実
際

は
晩
春
ま
き
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
第
２
図
最
下
段
の
６
月
下
旬
ま
き

に
続
い
て
、
同
図
最
上
段
の
寒
冷
地
７
月

中
旬
ま
き
栽
培
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
区

別
は
多
少
涼
し
く
な
っ
て
結
球
す
る
作
型

は
カ
レ
ン
ダ
ー
上
の
夏
ま
き
で
も
秋
ま
き

栽
培
と
し
、
盛
夏
を
通
し
て
結
球
す
る
も

の
を
夏
ま
き
栽
培
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秋
ま
き
栽
培
と
冬
・
春

ま
き
栽
培
と
を
夏
ま
き
栽
培
が
連
結
す
る

形
と
な
り
、
適
地
、
適
品
種
、
そ
し
て
簡

易
な
環
境
調
節
技
術
の
利
用
に
よ
り
ハ
ク

サ
イ
の
周
年
生
産
が
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

野菜の作型と品種生態野菜の作型と品種生態

ハクサイの作型は主に、
気温下降期に結球させる、
日本では基本になる作型の

秋まき栽培、
気温上昇期に結球させる
冬・春まき栽培、

気温ピーク時をまたいで
結球させる夏まき栽培が

あります。
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第２図　ハクサイの基本作型と地域別作期
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 主要品種例

①　秋まき栽培

寒冷地 晴黄60・65
黄望峰65

温暖地
〜
暖地

晴黄60・75・85・90
きらぼし65・80・90
秋理想

②　冬・春まき栽培

暖地
〜

温暖地

菊錦
春ひなた
黄楽60

寒冷地
〜
寒地

黄信
信州大福

③　夏まき栽培

寒冷地
〜
寒地
〜

（寒冷地秋まきへ）

黄信、黄だて03
黄愛65

　：播種　　　：定植　　　　：収穫期間
　　：冷床育苗　　　　：温床育苗　　　　：本圃　　　　：トンネルまたはハウス　　　　←：適宜播種可能
※図中の「主要品種」はタキイで取り扱いのない品種も含みます。


